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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、中等社会系教科教育の新たな改革の方向を探るため、ドイツの中等教育段階にお

ける社会系教科目の学力像について追究するものである。各州のレアプラン、各教科目の関連

学会等によって作成・提案された教育スタンダード、各州でのアビトゥーア試験のために各州

文部大臣会議（KMK）によって提示されたＥＰＡ（Einheitliche Prüfungsanforderungen in der 

Abiturprüfung）などの分析を行い、同国の前期中等教育段階・後期中等教育段階における社会

系教科目の学力像の特質や意義また課題を究明している。 

 
研究成果の概要（英文）： 

 This study clarifies the views of scholastic ability of students in secondary Geography 

Education, History Education and Civics Education in Germany through the analysis of the 

educational standards published by the institutes on social studies education and the 

EPA published by KMK (The Standing Conference of the Ministers of Education and Cultural 

Affairs of the Länder in the Federal Republic of Germany) .    
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１．研究開始当初の背景 

社会科のアイデンティティは今なお確立

されているとはいえない。社会科という教科

は教育の成果として学習者に何をこそ育成

するのかが繰り返し問われてきている。 

とりわけ、諸外国の多様な社会系教科目の

教科課程や教科書などの分析検討を通して、

新たな学力像を追究する試みが展開されて

きた。研究代表者もドイツにおける先進的な

学力像の解明に取り組んできた。 

研究代表者のものも含め、これまでの先行

研究の多くに共通していることは、インプッ

トとして教師が何をどのような順次で学ば

せようとしているかという問題視点から、社

会系教科目の教科課程や教科書などを分析

検討していることである。 

本研究（平成 20 年度～24 年度）の開始に

先立つ平成 19 年度、研究代表者はドイツ地

理学会による地理の教育スタンダードを分

析し、前期中等地理教育における主要な学力

像について考察した（服部一秀「ドイツ地理

学会版教育スタンダードの地理学力像」、『山

梨大学教育人間科学部紀要』第９巻、2008 年、

pp.122-146）。アウトプットとして学習者が

学習後に何をできるようになっていること

を求めるかが問われていることが明らかと

なった。 

ドイツでは近年、学力をめぐる議論が活発

化し、インプット志向からアウトプット志向

への重点移動が図られつつあり、それらの取

り組みの議論において、各社会系教科目は何

を学習者に育成する教科目であるかが改め

て問い直されている。 

そこで、日本の社会科教育における学力像

再構築のための手がかりを求め、ドイツの中

等教育段階における社会系教科目の主要な

学力像を追究する本研究を立ち上げること

とした。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、ドイツの中等教育段階

（前期中等教育段階・後期中等教育段階）に

おける社会系教科目の学力像の特質や意義

また課題を明らかにすることである。 

そのために本研究では、インプットとして

どのような内容を習得させようと目指して

いるかという視点だけでなく、アウトプット

として学習者が何をできるようになること

を求めているかという視点を重視する。前期

中等社会系教科目の学力像を究明するため

の主な分析対象は、各教科目の関連学会等に

よる教育スタンダード、各州のレアプランな

どである。後期中等社会系教科目の学力像を

究明するための主な分析対象は、ＫＭＫによ

るＥＰＡ、各州のレアプランなどである。本

研究では、これらの分析を行い、ドイツの中

等教育段階における社会系教科目の学力像

について追究する。 

 

３．研究の方法 

 本研究は、研究方法上において、２つの大

きな特質を有する。第一は、新しい分析視点

である。すなわち、アウトプットとして各段

階末時点で何ができることを求めているか

という新たな視点を導入することである。第

二は、新たな分析対象である。教育スタンダ

ード、アビトゥーア試験に関するＥＰＡとい

う日本の社会科教育学研究では取り上げら

れてこなかった対象を分析の中心対象とす



ることである。 

 本研究は、平成 19 年度における地理の教

育スタンダードの分析による学力像の究明

を踏まえ、平成 20 年度から平成 24 年度まで

の５カ年にわたり、以下の計画にしたがって

展開された。 

[平成 20 年度] 

歴史の教育スタンダードの分析による学

力像の究明 

[平成 21 年度] 

公民の教育スタンダードの分析による学

力像の究明 

[平成 22 年度] 

地理のアビトゥーア試験に関するＥＰＡ

の分析による学力像の究明 

[平成 23 年度] 

歴史のアビトゥーア試験に関するＥＰＡ

の分析による学力像の究明 

[平成 24 年度] 

公民のアビトゥーア試験に関するＥＰＡ

の分析による学力像の究明 

 前期中等社会系教科目の学力像について

は、主として平成 20～21年度に取り組んだ。

後期中等社会系教科目の学力像については、

主として平成 22～24 年度に取り組んだ。な

お、各年度においては、諸州のレアプランな

どをもとに、各教科目の教育動向の把握につ

とめた。 

 

４．研究成果 

（1）地理のＥＰＡにおいては、「事象コンピ

テンス」、「オリエンテーション・コンピテン

ス」、「方法コンピテンス」、「表現コンピテン

ス」、「社会的コンピテンス」という５つのコ

ンピテンス領域が重視されている。また、ア

ビトゥーア試験課題の構成に関して求めら

れていることは、現実の具体的な課題状況や

問題状況の主題化、複数領域の諸能力に基づ

く各局面の遂行の要求、３つのレベルの思考

操作による諸局面の段階的遂行の要求とま

とめられる。既存の空間の有り様についてわ

かることが相対的に重んじられているけれ

ども、それだけでなく新たな在り方について

考えられることまでが地理学力と考えられ

ている。空間形成能力としての地理学力像が

とられているといえる。 

（2）ドイツ歴史教師協会（ＶＧＤ）による

歴史（ギムナジウム第５～10 学年）の教育ス

タンダードでは、「事象コンピテンス」、「メ

ディアコンピテンス／方法コンピテンス」、

「解釈・熟考コンピテンス」という３つのコ

ンピテンス領域が設定され、それぞれの領域

ごとにスタンダードが設けられている。前期

中等教育段階の修了時点において学習者が

ドイツ史・ヨーロッパ史・世界史の認識と史

資料分析・自立的共同的探究によって歴史解

釈を創造・吟味・活用できることが重んじら

れている。歴史のＥＰＡでは、「事象コンピ

テンス」、「方法コンピテンス」、「判断コンピ

テンス」という３つのコンピテンス領域が重

視されている。史料解釈型・歴史叙述検討

型・歴史叙述形成型の試験課題が要求され、

それらの構成においては、未考察の歴史的主

題、歴史構成の実質的内容化、歴史構成のた

めの思考操作の段階化が意図されている。こ

れらの歴史学力像は歴史構成能力とまとめ

ることができる。 

（3）政治教育学及び青少年・成人政治教育

のための学会（ＧＰＪＥ）の政治的陶冶（初

等中等教育）の教育スタンダードでは、「政

治的判断能力」、「政治的行為能力」、「方法的

能力」という３つのコンピテンス領域が設定

され、各段階の修了時点でのスタンダードが

設けられている。ゾチアルクンデ／政治のＥ

ＰＡでは、「事象・分析コンピテンス」、「方

法コンピテンス」、「判断コンピテンス」、「行



為コンピテンス」という４つのコンピテンス

領域が重視されている。論究志向型と構成志

向型の試験課題が要求され、それらの構成に

おいては、社会の問題に関する主題的なまと

まりをもつように試験課題を設定すること、

授業で扱ったことのない資料を取り上げ、そ

れに基づいて出題すること、３つのレベルの

思考操作を求める複数の設問で試験課題を

構成すること、論究志向型では社会の有り様

や新たな在り方について自分個人の考えを

うみだすことを課すこと、構成志向型では共

同で考えをつくるための仮想的な取り組み

を課すことがねらわれている。これらの公民

学力像は、社会の既存の有り様や今後の在り

方に関する意思形成能力とまとめることが

できる。 

（4）ドイツでは経済教育は社会系教科目だ

けで行われるわけではなく、職業準備系教科

目でも行われる。ドイツ経済教育学会（ＤＥ

ＧÖＢ）は学校教育における経済教育（初等

中等教育）のスタンダードを作成・提案して

いる。この教育スタンダードでは、「決定を

経済的に基礎づける」、「行為状況を経済的に

分析する」、「経済の体系的連関を説明づけ

る」、「経済の枠組条件を理解し共同形成す

る」、「コンフリクトを広い視野から倫理的に

評価判断する」という５つのコンピテンス領

域が設定され、各段階の修了時点に関するス

タンダードがコンピテンス領域ごとに設け

られている。このスタンダードの経済学力像

は、経済生活・経済社会形成能力とまとめる

ことができる。 
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